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復
興
の
波
に
の
ま
れ
て
、
工
部
美
術
学
校
は
明

治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
廃
校
と
な
り
ま
す
。

そ
の
中
、
洋
画
家
た
ち
は
日
本
初
の
洋
画
団
体

「
明
治
美
術
会
」
を
結
成
し
て
、
洋
風
美
術
排

斥
の
風
潮
に
対
抗
し
ま
し
た
。

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）、
黒
田
清
輝
と

久
米
桂
一
郎
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
て
、

洋
画
界
に
新
風
を
吹
き
込
み
ま
す
。

黒
田
ら
は
、
明
る
い
色
彩
を
求
め
た
外
光

派
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
に
師
事
。
明
治
二

九
年
（
一
八
九
六
）
白
馬
会
を
結
成
し
、
藤
島

武
二
や
青
木
繁
な
ど
明
治
後
期
に
活
躍
す
る
画

家
た
ち
が
台
頭
し
ま
す
。
白
馬
会
の
運
動
は
古

典
主
義
に
対
す
る
浪
漫
主
義
と
い
っ
た
側
面
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

白
馬
会
系
の
新
派
＝
紫
派
に
対
し
、
旧
派
＝

脂
派
の
明
治
美
術
会
か
ら
は
満
谷
国
四
郎
や
中

村
不
折
ら
が
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
太

平
洋
洋
画
会
を
結
成
し
て
対
抗
し
ま
し
た
。

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）、
文
部
省
美
術

展
（
文
展
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
各
派
の
対

や
に

平
成
27
年
度
第
Ⅱ
期
常
設
展
は
、「
五
感
で
楽
し

む
〝
う
る
し
〞
」
で
す
。

視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚 

、
触
覚
と
い
っ
た
「
五

感
」
を
テ
ー
マ
に
、
琉
球
漆
器
や
中
国
、
日
本
、
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
の
漆
器
を
紹
介
し
ま
す
。

● 

視
覚
〜「
目
」で
楽
し
む
琉
球
漆
器

琉
球
漆
器
の
歴
史
を
、
時
代
に
そ
っ
て
紹
介
し

ま
す
。例

え
ば
、
表
紙
の
作
品
「
黒
漆
雲
龍
螺
鈿
大

盆
」
は
、
螺
鈿
技
法
で
、
火
炎
宝
珠
を
中
心
に

二
匹
の
龍
と
瑞
雲
な
ど
を
表
し
た
大
盆
で
す
。

五
つ
の
爪
を
も
つ
龍
は
中
国
皇
帝
の
シ
ン
ボ

ル
と
さ
れ
、
大
変
格
式
高
い
文
様
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
文
様
の
盆
は
中
国
へ
贈

る
特
別
な
献
上
品
と
し
て
、
17
〜
19
世
紀
に
か
け

て
、
琉
球
王
府
の
漆
器
製
作
組
織
で
あ
る
貝
摺
奉

行
所
で
盛
ん
に
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
献
上
し
た

と
思
わ
れ
る
同
じ
文
様
の
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
盆
が
、

中
国
の
北
京
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

琉
球
の
歴
史
と
と
も
に
、
漆
器
の
文
様
や
色
が
変

化
し
て
い
く
様
子
を
「
目
」
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

● 

聴
覚
〜「
耳
」で
楽
し
む

沖
縄
や
東
南
ア
ジ
ア
で
作
ら
れ
た
、
漆
が
使
わ
れ

て
い
る
楽
器
等
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
わ
れ
る
楽
器
も

展
示
予
定
で
す
。「
耳
」
で
漆
器
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

● 

嗅
覚
〜「
鼻
」で
楽
し
む

香
水
入
れ
や
香
合
、
煙
草
盆
な
ど
、「
鼻
」
で
楽

し
む
漆
器
は
様
々
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
種

類
や
用
途
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

● 

味
覚
〜「
口
」で
楽
し
む

漆
器
は
古
く
か
ら
飲
食
器
に
用
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
テ
ー
マ
に
分
け
て
飲
食
に
使
用
す

る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

日
常
生
活
や
、
行
楽
の
際
に
使
用
す
る
漆
器
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
お
気
に
入
り
の
作
品
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

● 

触
覚
〜「
手
」で
素
材
を
楽
し
む

漆
器
は
様
々
な
素
材
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
事
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
こ
で
は
、
木
、
竹
、
紙
な
ど
の
素
材
で
作
ら
れ

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
さ
わ
れ
る
漆
器
も
あ
り
ま

す
の
で
、
漆
器
の
素
材
の
違
い
を
、
実
際
に
さ
わ
っ

て
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
展
示
は
、
見
て
、
さ
わ
っ
て
、
か
ら
だ
全

体
を
使
っ
て
作
品
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
身
の
ま
わ
り
に
あ

る
漆
器
や
、
琉
球
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

沖縄初公開！高橋由一「鮭図」、山本芳翠「琉球風景」

ここから始まる！

日本近代洋画への道
山岡コレクションを中心に
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高橋由一　鮭図
明治12-13年（1879-80）

青木繁　二人の少女
明治42年（1909） 川村清雄　ベニス風景

山本芳翠　琉球風景（B）
明治20-21年（1887-88）

会
　
期　

平
成
27
年
９
月
17
日
（
木
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
11
日
（
月
）

観
覧
料　

一　

般　

１
５
０
円

　
　
　
　

大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

無
料

平
成
27
年
度
第
Ⅱ
期
常
設
展

五
感
で
楽
し
む〝
う
る
し
〞

江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
、
政
治
的
に
も

文
化
的
に
も
日
本
は
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。

本
展
覧
会
で
は
こ
の
時
代
の
日
本
洋
画
の
パ
イ

オ
ニ
ア
約
七
〇
人
、
一
二
〇
点
を
三
章
に
構
成

し
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
幻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

い
わ
れ
た
山
岡
孫
吉
氏
（
一
八
八
八―

一
九
六

二
年
・
ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル
創
業
者
）
に
よ

る
近
代
日
本
洋
画
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

現
在
は
笠
間
日
動
美
術
館
が
所
蔵
し
て
公
開
し

て
い
ま
す
。

激
動
の
時
代
を
駆
け
抜
け
た
画
家
た
ち
の
軌

跡
と
秀
作
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
本
に
お
け
る
洋
画
の
ル
ー
ツ
は
一
六
世
紀

半
ば
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
本
格
化
す
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
が

再
び
移
入
さ
れ
た
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
に

か
け
て
の
時
代
で
す
。
江
戸
系
洋
風
画
、
秋
田

蘭
画
、
長
崎
系
洋
風
画
な
ど
が
次
々
と
生
ま
れ

ま
し
た
。

洋
画
の
父
と
称
さ
れ
る
高
橋
由
一
（
一
八
二

八―

九
四
年
）
は
手
さ
ぐ
り
で
絵
筆
を
と
り
、

三
九
歳
の
時
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
ワ
ー
グ
マ
ン
を

訪
ね
て
、
初
め
て
油
彩
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

ま
し
た
。
五
姓
田
義
松
、山
本
芳
翠
な
ど
も
ワ
ー

グ
マ
ン
に
学
ん
で
い
ま
す
。
由
一
の
「
鮭
図
」

は
六
〇
歳
の
晩
年
の
作
品
で
、
複
数
存
在
し
ま

す
。
年
末
や
正
月
の
進
物
で
あ
る
新
巻
鮭
を
リ

ア
ル
に
描
い
て
い
ま
す
。

明
治
初
年
か
ら
二
〇
年
頃
に
か
け
て
、
百
武

兼
行
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
留
学
を
果
た
し
ま

し
た
。
動
機
は
様
々
で
、
留
学
中
に
他
分
野
か

ら
絵
画
へ
転
向
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
明
治
政

府
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
工
部
美
術
学

校
を
創
立
し
て
西
洋
美
術
教
育
に
着
手
。
イ
タ

リ
ア
か
ら
教
員
を
招
き
ま
す
。
浅
井
忠
や
小
山

正
太
郎
ら
と
と
も
に
山
本
り
ん
な
ど
女
性
画
家

も
輩
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
粋
主
義
の
高
ま
り
や
伝
統
美
術

立
と
競
合
、
合
流
と
混
合
に
よ
り
日
本
洋
画
界

は
さ
ら
に
新
展
開
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）、
と
き
の
内
閣

総
理
大
臣
・
伊
藤
博
文
は
九
州
・
沖
縄
の
視
察

を
行
い
、
山
本
芳
翠
（
一
八
五
〇―

一
九
〇
六
）

も
同
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
琉
球
の

風
景
や
人
物
、
風
俗
画
二
〇
点
余
を
描
き
、
首

里
城
美
福
門
を
描
い
た
「
琉
球
中
城
東
門
図
」

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
展
覧
会
の
山
岡

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
「
琉
球
風
景
」
（A） 

（B）
の
二

点
が
含
ま
れ
て
お
り
、
何
か
物
語
を
連
想
さ
せ

る
興
味
深
い
作
品
で
す
。
沖
縄
で
鑑
賞
で
き
る

貴
重
な
機
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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美術館で過ごす夏

鑑賞ガイドや子どもたちのワー
クシートをご用意しました。大人
も子どもも、ゆったりとご観覧く
ださい。
関連イベントは3頁。

観覧料金（当日券のみ）

一　　　般 ／ 800円（640）
高・大学生 ／ 500円（400）
小・中学生 ／ 300円（240）

（　　）は20名以上の団体
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8月14日　 　  9月23日金 水

黒漆雲龍螺鈿大盆
18～19世紀
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